
第 III 部  結 論 及 び 提 言



第１章 結 論 
 

 
（1）衛星画像解析 

本年度の衛星画像解析の比演算処理の結果、R21(酸化鉄指標)アノマリーは、調査地域

東部の図画 32-q、図画 32-r および図画 31-r に特に纏まった分布をなす。対応する地質

単元は PN-ta(新第三系火山岩類)、NQ-ba(第四系火山岩類) および Q-and(現世火山砕屑岩

類)に良く纏まり、Ks-ti(上部白亜系貫入岩類)、JK-yu(ジュラ系～白亜系堆積岩類)、Ks-se(上
部白亜系堆積岩類)および Ks-ar(上部白亜系堆積岩類)に小規模な分布が認められる。 

R57(粘土鉱物指標)アノマリーは、調査地域全域に亘り認められるが、調査地域東部の

図画32-qおよび図画32-rに特に纏まった分布をなす。全域における地質単元で見れば、

単元 PeB(先カンブリア系変成岩類)、単元 JK-yu(ジュラ系～白亜系堆積岩類)、単元 Ks-ti(上
部白亜系貫入岩類)、単元 PN-ta(新第三系火山岩類)、単元 NQ-ba(第四系火山岩類)および

単元 Q-and(現世火山砕屑岩類)に集中する傾向があり、沖積層および現河川沿いの分布も

顕著である。東部域に限ってみれば、単元 JK-yu、単元 PN-ta、単元 NQ-ba および単元 Q- 

and での分布が際立つ。 
調査地域内のリニアメントはアンデス方向の NW-SE 系が卓越しているが、図画 32-o お

よび図画 32-p においては E-W 系のリニアメントが顕著となる。これは調査地域北方にお

いて Abancay 屈曲として知られるアンデス方向の屈曲構造を反映しているものと考えられ

る。リニアメント密度分布のパターンは、大局的には前記のアンデス方向の屈曲に調和的

な配列を示す。更に高密度域はアンデス方向の屈曲部に重複する。リニアメント分布密度

を地質単元に対比すれば、第三系～第四系の若い地質単元が卓越する地域においては密度

分布は低く、古生層から中生層を主体とする古い地質単元が卓越する地域においては密度

分布が高い傾向が認められる。 
画像解析結果と既知鉱徴地との関連を取り纏めると、以下の通りとなる。 
1. 本調査地域は鉱脈型鉱床を主体としているが、リニアメント分布密度と鉱床分布とは

必ずしも相関しない。 
2. 鉱脈鉱床賦存位置と酸化鉄指標および粘土鉱物指標との間には大局的には次ぎの関係

が認められる。 
 ① 新生界に鉱床が分布する場合には、いずれかの指標が鉱床の近辺に必ず分布するが、 
 ② 中生界から古生界に鉱床が分布する場合には、いずれかの指標を伴うこともある。 
3. マント型鉱床はリニアメント高密度分布域にほぼ重複して分布する。 
4. マント型鉱床分布域には酸化鉄指標および粘土鉱物指標のいずれも出現しない。 
5. 鉱染型および網状脈型鉱床はリニアメント分布密度の相対的高まりの近辺に位置する。 
6. 鉱染型および網状脈型鉱床賦存位置には弱いながらも酸化鉄指標あるいは粘土鉱物指

標のいずれかが分布する。特に新生界中の鉱床では明瞭に認められる。 
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（2）既存データ解析 

調査地域には、先カンブリア紀から第四紀までの変成岩類、堆積岩類および火山岩類

が、北西－南東方向に伸張して分布する。これらを貫いて、オルドビス紀～シルル紀、白

亜紀～古第三紀および新第三紀の貫入岩類が分布する。調査地域南西部～東部に先カンブ

リア界の変成岩類が分布し、北部に向かい次第に若い時代の堆積岩類および火山岩類が分

布する。 

本地域は太平洋岸から内陸部に向け Paracas-Chala 鉱床区、Mala-Nazca 鉱床区、

Nazca-Ocoña 鉱床区、Puquio-Caylloma 鉱床区が設定されている。従来のペルーの鉱床生

成区分に対比すれば、Paracas-Chala 鉱床区は銅鉱床生成亜区、海岸鉄･銅鉱床区、Mala- 

Nazca 鉱床区は銅鉱床生成亜区、アンデス山麓銅鉱床区、Nazca-Ocoña 鉱床区は銅鉱床生

成亜区、金･銅鉱床区、Puquio-Caylloma 鉱床区は西アンデス多金属鉱床生成亜区にそれ

ぞれ対応する。 

本地域の鉱床･鉱徴は総計 260 箇所が記載された。これらのうち鉱脈型鉱床が 238 箇所

で最も多い。金鉱脈鉱床および金･銅鉱脈鉱床が 172 箇所を占め、Nazca-Ocoña 鉱床区の

特性が最も強く現れ、銅鉱脈鉱床の 56 箇所は Mala-Nazca 鉱床区の特徴を示している。つ

いでマント型鉱床が 15 箇所記載されるが、このうち 12 箇所は鉄マント鉱床、2箇所は鉄･

銅マント鉱床であり、これらはいずれもペルー唯一の鉄鉱生産鉱山である Marcona 鉱床を

構成するものである。更に周辺には 6 箇所の鉄鉱脈鉱床および 3 箇所の鉄･銅鉱脈鉱床の

記載もあり Paracas-Chala 鉱床区の特徴を示している。この他鉱染型鉱床 4箇所、網状脈

型鉱床 3箇所が知られている。 

鉱物組合せからこれらの鉱徴を考察すれば、金単味の鉱徴が新生界の火山岩中に認め

られることが非常に重要な意味を持つものと考えられる。即ち新規火山岩類に由来する金

鉱化作用の存在を示唆していると解釈することができる。これらの母岩は、下部中新統の

Tacaza 層群、Camaná 層群と更新統の Barroso 層群であり、中新世以降現世まで金鉱化作

用が継続していることを示している。また、中生界の堆積岩類中に存在する金単味鉱脈鉱

床については、層準規制型鉱床の示徴である可能性を検討する必要がある。中生界の Seraj

累層中に小規模ではあるがマント型銅･金鉱徴の記載もあり、検討に値する着眼点であると

考える。 

これらの鉱床･鉱徴に関する鉱床学的検討は Marcona 鉱山を除きほとんど実施されてい

ない。既往資料および鉱徴分布から調査地域の鉱化作用を類型化すれば以下のようにまと

められる。 

・中生代末の安山岩質貫入岩体に関係するマント型および鉱脈型鉄･(銅)鉱床 

・白亜紀末～古第三紀初頭の海岸底盤に関係するとされる金、金･銅、銅鉱脈鉱床 

・中新世～現世の火山岩類に関連する金鉱脈･鉱染･網状脈鉱床 

 

これらの類型的鉱化作用のうち、本調査による調査ターゲットとしては中新世～現世の

火山岩類に関連する金鉱床が最も優先度が高く、次いで海岸底盤に関係するとされる金単
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味鉱脈型鉱徴の検討が挙げられる。 

 

（3）総合解析 
 衛星画像解析及び既存データ解析の結果に基づき、 

①衛星画像解析により抽出された酸化鉄指標アノマリー、 

②衛星画像解析により抽出された粘土鉱物指標アノマリー 

③リニアメント分布密度、 

④新生代中新世～更新世火山岩類の分布、 

⑤中生代 Guaneros 累層、Yura 層群、Casma 層群の分布、 

⑥既知鉱徴地分布、 

を判断基準として調査地域から有望地区を抽出すれば、次ぎの５地区が掲げられる。 

① Nazca 地区 
② Tocota 地区 
③ Chuquibamba 地区 
④ Andagua 地区 
⑤ Orcopampa 地区 

これらの判定基準を表示すれば次ぎの通りである。 
 

有望地区一覧表 
 

地区名 中心点 

座標 

R21 

(酸化鉄指標) 

R57 

(粘土鉱物 

指標) 

ﾘﾆｱﾒﾝﾄ 
密度分布 

対象母岩 既存鉱徴 

①Nazca 14ﾟ25’S

75ﾟ15’W

Yura層群周辺

に微弱 

Yura層群中に

NW-SE方向に

若干 

高密度分布

頂部 

JK-yu 

(Yura層群) 

金単味鉱脈

型 

②Tocota 15ﾟ40’S

74ﾟ10’W

Guaneros層群

中に小規模 

Guaneros層群

中の断層沿

中規模 

高密度分布

頂部3個所

E-W､NW-SE、

NE-SW系断層

分布域 

Js-gu 

(Guaneros層群) 

JK-yu 

(Yura層群) 

金単味鉱脈

型 

③Chuqui- 

    bamba 

15ﾟ40’S

72ﾟ45’W

Tacaza層群中

に大規模 

Barroso層群

に連続 

Tacaza層群、

Barroso層群中

に小規模 

一部R21に重複

密度分布 
鞍部 

PN-ta 

(Tacaza層群) 

NQ-ba 

（Barroso層群） 

金鉱染型 

④Andagua 15ﾟ30’S

72ﾟ25’W

Tacaza層群中

に大規模 

Barroso層群

に連続 

Tacaza層群中

に小規模 

一部R21に重複

高密度分布

頂部2個所

PN-ta 

(Tacaza層群) 

NQ-ba 

（Barroso層群） 

無 

⑤Orcopampa 15ﾟ20’S

72ﾟ15’W

Tacaza層群中

に大規模 

Barroso層群

に連続 

Tacaza層群、

Barroso層群中

に中規模 

一部R21に重複

高密度分布

頂部4個所

PN-ta 

(Tacaza層群) 

NQ-ba 

（Barroso層群） 

金単味鉱脈

型 
金鉱染型 
金網状脈型
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第２章 将来への提言  
 

 
 本調査で得られる調査･解析結果は広域的な地域の有望性を与えるものであり、

現地での確認調査が必要となる。現地調査に際しては、個々の地質現象に留意する

ことが第一ではあるが、その現象が広域的背景の何処に位置付けられるのかを検討

する必要がある。かつ各地域の地質的特性はそれぞれ異なることを認識しておく必

要がある。以下に抽出された各地域に対する調査の主眼点を記す。  
 
① Nazca 地区 
本地区は中生代 Yura 層群が広く分布する地区であり、その南北両側には Tiabaya 岩系

の大規模な貫入岩が分布し、鉱脈型金鉱床が集中するする。従って、これらの金単味鉱脈

鉱床の脈石鉱物組成、鉱床生成温度、画像から抽出できなかった母岩の変質等のデータ収

集のための現地踏査を実施し、Yura 層群中に潜在する潜頭型層状鉱床の賦存の可能性を

検討する。 
 

② Tocota 地区 
本地区は中生代 Guaneros 累層が広く分布する地域であり、その北側には Tiabaya 岩系

および Bella Union 複合岩体が分布し、鉱脈型金鉱床が集中する。更に地区東部境界付近

の Tiabaya 岩系との接触部周辺には、粘土鉱物指標アノマリーの小規模な集中が認められ、

一部では点在する酸化鉄指標アノマリーとも重複する。従って、金単味鉱脈鉱床の脈石鉱

物組成、鉱床生成温度、画像から抽出できなかった母岩の変質等のデータ収集のための現

地踏査を実施し、Guaneros 累層中の潜頭型層状鉱床の賦存の可能性を検討すると共に、

地区東部における交代鉱床賦存の可能性を検討する。 
 

③ Chuquibamba 地区 
本地区は新生代中新世 Tacaza 層群を主とし、更新世 Barroso 層群が分布し、リニアメ

ント分布密度の高まりの北斜面に位置し、酸化鉄指標アノマリーが集中し、かつ点在する

粘土鉱物指標アノマリーとも一部重複し、鉱染型金鉱徴が存在する。従って、画像から抽

出された母岩の変質等の検証および岩石試料採取を含む地質データ収集のための現地踏査

を実施し、変質鉱物組成、変質鉱物生成温度、岩石試料の分析結果等を総合的に検討し、

浅熱水性金鉱床賦存の可能性を探る。 
 

④ Andagua 地区 
本地区は新生代中新世 Tacaza 層群、更新世 Barroso 層群が分布し、リニアメント分布

密度の頂部を含む NW-SE 方向の高まりに位置し、酸化鉄指標アノマリーの小規模な集中が

認められ、かつ点在する粘土鉱物指標アノマリーとも一部重複する。既存鉱徴は知られて
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いないが、画像から抽出された母岩の変質等の検証および岩石試料採取を含む地質データ

収集のための現地踏査を実施し、変質鉱物組成、変質鉱物生成温度、岩石試料の分析結果

等を総合的に検討し、浅熱水性金鉱床賦存の可能性を探る。 
 

⑤ Orcopampa 地区 
本地区は新生代中新世 Tacaza 層群を主とし、更新世 Barroso 層群、現世火山砕屑岩類

が分布し、リニアメント分布密度の頂部を含み、酸化鉄指標アノマリーの集中が認められ、

かつ点在する粘土鉱物指標アノマリーとも一部重複し、操業中の鉱山も位置する。従って、

画像から抽出された母岩の変質等の検証および岩石試料採取を含む地質データ収集のため

の現地踏査を実施し、変質鉱物組成、変質鉱物生成温度、岩石試料の分析結果等を総合的

に検討し、浅熱水性金鉱床賦存の可能性を探る。 
 
 以上の留意事項を念頭に置いた現地確認調査の実施が望まれる。  
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